
さには関係せず鋭敏に動作するものである。送電線で平常 ~JJI品j

の電力を送電中， 故障のため逆ブíI古jの電力が流れたような場合

の保護に利用される。

(2) 過電力または不足電力継宣告佐 一定値以上の電力が発生

した場合，または一定値以ドの電力になった場合の保護に;j'II JlJ

さオ1る。

4 交流j装地縦11l探 送電線路，配電線路等の交流回路の接

地電流がおよぽす通信i総への誘導障害(通話障害等)を最小限

度に止め，またその他の保安l支の見地から感皮の鋭敏な選択皮

のおれ、継'lE liiiが必主主であって， この目的に使用されるものをと

くに接地継7:[~~と L づ。この継電総には交流過電流継電社it ， 差

illIJ継mm~ ， 11ìカゴfI占j縦覧\lfi等を応用し，と くに感度，正11(([&を

高めるため梢迭に特))IJ の äXまが払われている。

5 ~g 由f~継1li1íN 送電線， 配電線全~;で，発電所 ・ 変電所から

故障点までの距離の大小によって l時限を具にし， 故障区間のi:ili

J尺遮断等に利用される 。

6 反相継11î{{詩 3 相交流等の正規の組の 11闘停が 1可かの原因

で逆にな っ たり，または l 相断線等の場合に電íl!JJ後等の故障を

防止するために利用される。

7 相平~Jii継電 llii 3 中目 :交流等のJll初ií1!Î流が各相で平衡して

いるのが'lt~ t践であるが，何かの原因で不平衡にな った場合，電

動機等の故障を防止するために利用される。

8 直流継'tIT: fri号 過電圧 ・ 泊電流 ・ 不足電流 ・ 逆流 ・ せん総

当:各磁の継111 7.fiがあり，交流継m*号と大体同様の目的に幸IJJIJ さ

れる。とくに直流せん給継電器はlì&線接地式電気鉄道HJ変電所

のせん総保護に利用される。

9 温度紺~7ti~N 回転俄械の]1411受 ， 発'11!:機 ・ 阻l転変流機 . tl1 

動綴 ・ 変 I，E 7.~~i宇のi必然に対する保護縦mll~で，液体の膨脹を応

用するもの， 捜索コイ んを使用するもの，熱コ イノレを使用する

もの等あって ， 一定以上の!温度になった場合に動作するもので

ある。

10 プッフホノレア縦1l!*;~ 変庄掃の内部故障による絶縁il l l の

庄力変化によ って動作するもので，多 く大容量の変正擦に利Jl)

される。

11 'f{t溺;同時復活保護継電総 欽j丘信号保安装置の一極であ

る I~I íl!JJ信号機の電源の配施方式は~=ri直前圧で，信号機の重要度

からその[判丘をj控けるため両端から一方を常時，他方を予備7E

ìbl( とする。この場合同'í[源が問Hもに停電し，また同 11キに復活し

たような場合， この両'lE ìt車、が混触し故障を起すおそれがあるた

め，これを防止するのに利用される。(村田良二郎)

ほし ゆ かんさんきどうキロ 保守換算軌道キ口 線路が平

坦 ・ 直線 ・単線であって(J!Lヒ ・ 雪~f等の気象条件その他のl拶鮮

をうけない際準線路の軌;ú キ ロを基準とし，これに線路鑑別，

線路状態，列車運転条件，および気象条件等による各箆の制J.1:1

やj!flJi威をしたもの。

線路工手の鉄道経ït't定員は主としてこの保守換Jì軌道キロお

よび年開通過ト γ数に比例して考えられてい る。

制 !~;!lのおもなるものは Illl線，会j商i! ， 隠 i芭 ， 列車頻(ひん)皮，

分l妓総 ， '~'í l挺，アプト I 11Ï化 ， (JR上 ， 雪a空宇である 。 たどし宮

被， アプト， 1[化 ， i}Q上 ， 雪害寄与につレては，保守j梨算軌道キ

ロの制l:\YI として計算せず， })IJに特殊部f，'jとして必裂な人民を討

斜する方法もある。

削減としては， m~民(きょうりょう)， 50kg ijVI条， 定fÇ_軌条，

タイプレート，アソチクリーパー，砕石i誼J，l;:等があり，また本

線軌道数，および側線についても月IJに一定の率を梁じてf，l:定し

ている。(宇多凹巳与太)

ほしょう

ほ しゅさぎよう lま 保守作業簿 停車場情内における保守作

業の施行に燦し ， ~If故防止をはかるため作業責任者と駅長との

連絡打合せに用

いる飯表である。

保守作業は直接

線路施設または

逆転保安装置の

H霊能に~響をお

よぽす作業であ

るから，保守作

業の施行に際し

ては， その作業

概要 ・ 作業時間

および作業終了

時の確認等につ

いて，作業責任

者と (1;，平場総内

の管理責任者で

ある駅長との述

保守作柴簿
E苧ぷミ

多事

|止崎空町空附竺I口"" 1 作東開始時刻 F口作'"怯了間宮崎明

l下軍慰 嬰

作来三 | 均 分l mg，
時" '" 

|;立 しIF印 U
髭司区

1 詑毘はすべて:<1曜紙をI!Il'るζ と 。

2 作事ごとに監督者別に作成すること。

J' 日'1Iiを担I!Iずるのであるが『正午を坦，fc誼制作揮するものは 2 日

にわたっ E もよh

4 作."ζ よ 0閉そ〈方式の堕恒ftl!l平間担など平常と司る."更をする

到耶があると ~11‘中合せ市明ιその取誌を間示ずることe

S この配埠1< ，前年間保存ずる 4 と 。

給打合せが|ー分に行われなければならない。このような辺白か

ら，保守作業簿を使用し1'i'~住民主信者(作業武任者)と駅長相互間

において，前記の事項について記録対照し， 事政を防止するよ

うにしているのである。(三和遠忠)

ほし ょう 補償 一般に公法上の損失干i!ì(1:tといわれているもの

で， L適法な公権力の行使によ って加えられた経済上の犠牲に対

し， 全体的な公平の見地から調整するためにする財産的補償を

いう 1 と角草されている。すなわち国 ・ 公共団体その他国家的公

権を授与されている者が， その国家的公材I の行使により ， 特定

人に対し，その者自身の交に帰すべき IJf由にもとづ く のでなく

して，経済上の特別の犠牲である損失を加えまたは加えようと

する場合に，その財政上の損失を相i摂(ほてん)するために負う

公法上の金銭的給付義務である。この制皮は怒法第 29 条にも

とづくも ので，適法な公権力の行使により私有財産に対して加

えられる特別偶然の損失を， 公主主 と私1，:らとの調節と L 、う見地か

ら，その公平を突現しようとするものである。

補償の特質はつぎのとおりである。

l 補償は適法行為にもとづくものである。したがって，私

法上の不法行為による損容賠償と奥なり ，また行政上の不法行

為による責任を定める国家賠償法上の賠償とも異なる。

2 布lì tl'í:は公権力の行使にもとづく損失の干Ilît廷であり ， その

特質は公法的性質である。したがって私法上の損容に対する賠

償または私法上の反対給付と異なる。

3 者lì tl'i:は特別の犠牲に対する損失の納棋である。したがっ

て租税の賦認のような一般的負担でもなく ， 剖金・負担金のよ

うな本人に特別の負担を談せられる m!曲がある場合における負

担とも異なる。

補償の原因となる L特別の犠牲1 とは実際上どのようなもの

を指すかは，結局具体的場合に社会的通念により判断しなけれ

ばならないが， 1111象的にいえば当該侵密行為が一般的でないこ

と ， および社会通念に照しその侵害が財ほ権に内在する制約と

して瓜認されない.f~，皮のものであることの問要素をあわせたも

のでなければならなL 、。また約百iは L正当の補償1 ()&'(法第 29

条第 3 項)でなければならないが，正当の tilì(1t とはどの程度の

補償をいうのかは，具体的に侵害を認める法律の目的，侵害行

為の態様， 被侵r!i-幸 11 t.ð:の性質および程度等を考え， 社会通念に

!照し司~1l;Jrするほかなし、。
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